
2025年6月12日
宿毛商銀信用組合
「手形・小切手の全面的な電子化」に向けた高知県内金融機関連携について

宿毛商銀信用組合（理事長 松田選）は、政府・産業界・金融界が一丸となって推進している手形・小切手の全面的な電子化に向けて、高知県内の金融機関と連携のうえ電子化支援の取組みを開始しますので、下記のとおりお知らせいたします。


記


１．目的
現在、各産業界と金融機関は政府が2021年６月に公表した「成長戦略実行計画」における「手形・小切手の全面電子化」に取り組んでいます。このたび高知県内の金融機関が一体となり、全面的な電子化への移行をさらに加速させることで、地域経済のデジタル化促進と環境に配慮した持続可能な社会の実現に貢献してまいります。


２．取組内容
①電子記録債権（でんさい）やインターネットバンキング利用による電子的決済手段への移行支援
②「手形・小切手の全面電子化」に向けたお客さま向け共同リーフレットの使用による周知活動


３．連携金融機関（金融機関コード順）
四国銀行、高知銀行、幡多信用金庫、高知信用金庫、土佐信用組合、宿毛商銀信用組合、四国労働金庫

４．連携開始日
2025年6月12日（木）

以上
